別紙１

自衛消防隊の編成及び任務表

１　自衛消防隊は，管理権原が及ぶ範囲を担当する。
２　届出対象物自衛消防隊長の命令により，防火対象物全体で活動する。
３　火災が発生した時の役割や任務は，次の表のとおりとする。

	役割
	災害等発生時の任務

	隊長　　（　　　　　　○○部部長　　　　　　）
	[bookmark: _GoBack]活動を指揮する。

	副隊長　（　　　　　　○○部課長　　　　　　）
	隊長を補助する。
隊長の代理として活動を指揮する。

	通信班
	
隊員（　　　○○部係長　　　）
	⑴　非常ベルや大声を出して，火災の発生を周囲に知らせる。
⑵　119番（消防）通報する。
⑶　防災センター等関係先へ連絡する。

	初期消火班
	

隊員（　　　○○部社員Ａ　　）
	⑴　避難経路を確保し，消火器等を使用して初期消火を実施する。
⑵　天井に燃え移ったら，消火器等による初期消火は中止し，直ちに避難する。
⑶　屋内消火栓設備の設置がある建物は，活用して消火活動にあたる。

	避難誘導班
	
隊員（　　　○○部社員Ｂ　　）
	⑴　避難誘導は，大声で簡潔に行い避難者のパニック（混乱）を防止する。
⑵　安全に避難できる方向へ誘導する。
⑶　けが人や逃げ遅れた人がいるかを確認する。



なお，任務等に関係なく，けが人や逃げ遅れた人がいる場合は，全員で協力して助けることとする。
